






l'11t文やまがた '95・:i・31 創 HJ号

平成5年度宮の崩遣跡

宮の前辿跡は、 山形県の中央よりやや北側の村II I di 
訊Hと地ix:にある縄紋II炉代のムラの跡です。この逍跡の

ある t地にはいまから約 l)J年前の縄紋時代作創期に

はじめて人々がすみはじめ、その後約8l年間にわた

って人々が住んでいた人きな追跡であることがわかり

ました。このムラが11とも栄えたのは縄紋時代後期～晩

期の約 2千年の間で、その,,,時の人々のI卜活の様子を

知ることの出来る様々な辿構や辿物が発見されました。

十器拾場などの辿構があります。純紋IIか代晩期

のSK138幽坑からはヒスイとい斧が死者の枕厄に添え

られたような状態で発見されました。縄紋時代の人々

も私逹と 1,iJじように死者を悼んだことがわかります。

上器捨拗からは1./4111"ほどの捨てられたし器の層が発見

されました。恐らくここには何）j点というい器が捨て

られているものと思われます。

I・. 器や伍器など追物からもいろいろなことがわかり

ました。l及l束地）jから迎ばれた『安行 2式」 といわれ

る上器や、新褐り［から辿ばれたヒスイの装飾111111などは、

当時であっても泊発な交易が行われていたことを教え

ています。 また、人面付 I湘神は人の舶を上器に飾った

特殊な七器ですが、発見例は全国的に見ても少なく、

惰 ．炸の梢ネ111生活をJi(l/rj見ることのできるi'i'軍な追物で

す。（山III曹之）
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'95・3・31 fill十I]IJ・ Jlj!_文やまがた

平成6年度切枕遣跡

山居辿跡は、 西川Ill「をへて庄附へと つながる国道112

け沿いの、西川町役場から北両に約 4km、水沢川芹岸

の小高いIi:に位置しています。

この辿跡は、今から約4,500年前の縄紋時代のムラの

跡です。今回の調企では、昔の人が住んでいた家の跡

や倉血の跡、 食べ物を保存したり 、ゴミを捨てたりす

る穴跡、柱を建てていた穴跡などが見つかりました。

見つかった家の跡の多くに、土器を埋め、同りを右で

囲ったU字型の炉の跡がありました。これは、手前に

石で開った部分と 、奥に土器を雌めて作った複数の炉

で構成 されることにより 、複式炉と呼ばれています。

現在のいろりに近い、暖房や調理場の役割を持ってい

たと考えられています。

また、今の1lllや鍋のように盛り付けや、煮たり 炊い

たりに使J11した縄目の様々な紋様や粘上の飾りを付け

た大小の縄紋土器。動物を狩ったり、木を切り加Tし

たりする、石で作った弓矢の先に付ける石鏃や石柏、

石斧やノミ等も見つかりま した。ほかにお祈 りに使用

する人の形をした土似と石棒や、 大きさ 5cm程の小さ

なミ ニチュア十器も見つかっています。（氏家信行）

土 器の出 土 状況
土 偶
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埋文やまがた '95・3・31 創 i:11号

大坪遠跡出土 ぃ木
〗簡

木佃とは本に悶作されたものをいいます。これまで

に県内では平安時代の木簡が数柑出上しています。実

際の生活や政治の楊で使われ、歴史を研究するうえで

投重な行料となっています。遊佐!Illの大坪辿跡では中

央部を蛇行する河川跡から木簡が出上しました。その

木簡には間三）］九「lに軍□ （渡来系の人物か）が伴咋

万呂や日代具談らの (·1—I硲崩＝アマッラ）の収穫か I」·

味料の加工に閲して果たすべき什事（負担）の回数を

木競出土状況

記録したということが井かれています。下の欠拍部分

には他にも負担すべき人名が記されていたと雅測され

ます。『延喜式』と いう当時の汎物によれば、出羽日か

らは侮年中央へI「味料の IJ-葛煎を納めており 、それを

裏付ける木俯と考えられます。年号がありませんが、

一絣に出土した土器から 9肌紀後半と考え られます。

（斎藤俊一）
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亨の 差点 ． 絹集後記 譴l

士器の実測作業をしていて土器を作った人の指の痕

を見つけたりすると婚しくなL）ます。その人のことか

らその場の周りの様子へと、ひとリでに想像が膨らん

でいきます。映像を見るようにいきいきと描けたらさ

ぞ楽しいだろうと思うのですが残念ながら知識不足

です。（整理作業昌A.S)

今年は二年目でした。先生や先輩方に敦えていただ

いて数多くの実測ができ、大変勉強になりました。

濫理作業国I<.S) 

作業貝として実際に土器に接してからは、新聞やT

Vの＝ュースで文化財や発掘の事などにいち早く目が

とまるようになリました。子供たちを連れ美術館や賀

料館を回る機会も増え、共通の話匪ができて楽しんで

います。（整理作業負Y.S、S.G)

センターが設立されてからい、 2年が過ぎよう

としています。センターの訊動をいちいくお知ら

せしようと計画した広報誌の発1りが、ようやく実

現できました。これまで試行錯誤を煎ねながら創

刊号を 1:11行できたことは、報告占作成時期にもか

かわらず、快く原柏の執竿を快諾して戴いた各調

在担当者や、セ ンタ ーの皆様のおかげと感謝して

います。創刊号ではセンタ ー設立の経絲と ・j7.成

5・6年度の活動内容を下に紹介しました。今後

とも埋蔵文化財の保護と晋及啓発を1-1椋として分

かりやすい広報誌を皆様にお届けしたい と思って

います。どうぞ官しくお願いします。（野尻）
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